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ᢒ㘓���保育者養成を行࠺短期大学において 2 度┠の保育実習を⤊࠼た学生を対㇟に㉁ၥ⣬ㄪᰝを実᪋し，保育

者効力感ࡀ実習の経験（指導をཷけた感᝿，実習࡛感ࡌた୙Ᏻ，保育者観の変化，保育観の変化）にཬࡰす影響

にࡘいて᳨ウしたࡉࠋらに，実習の進行にక࠺影響の変化にࡘいて᳨ࡶウしたࠋ

　ศᯒの⤖ᯝ，୺に௨下の点᫂ࡀらかにࡗ࡞た（1）ࠋ実習の進行にకい，保育者効力感の変化ࡳࡣられ࡞かࡗたࡀ，

実習に対する୙Ᏻࡣప下する（2）ࠋ保育者効力感ࡀ高い学生ࡣ実習において指導者からの指導を楽しいと感ࡌ，

୙Ᏻࡀపい（3）ࠋ保育者観の変化ࡣ，ึ ᅇの実習において大ࡃࡁ，ィ⏬・㐠Ⴀの効力感のపい学生ࡣ変化ࡀᑡ࡞いࠋ

௨上の⤖ᯝにࡘいて，短期大学における保育者養成課⛬の≉ᚩ4，ࡸ 年制大学における⤖ᯝとのᕪ␗を㋃࡞࠼ࡲ

ࠋたࡗら⪃ᐹを行ࡀ

⣴ᘬㄒ���保育者養成，保育者効力感，保育実習 

$EVWUDFW� This study was conducted through a survey that was disseminated among junior college students who had 
completed the second on-site training session in a childcare worker （kindergarten and nursery teacher） training course. The 
influence of childcare workers  ̓efficacy on the experience of on-site training at a childcare center was examined. In 
particular, impressions of and anxiety for on-site training, as well as changes in images of early childhood education, care, 
and childcare workers, were explored. Furthermore, changes in influences during the course of the training were 
investigated.
　The main results of the analyses revealed the following. First, as on-site training progressed, the childcare workers  ̓efficacy 
did not change, and anxiety regarding on-site training decreased. Second, students with high efficacy experienced teachers  ̓
supervision as pleasant and experienced low anxiety during practical training. Third, images of childcare workers were greater 
during the first than the second training, and students with low planning management efficacy experienced little change.
These results are discussed in relation to the curriculum of the junior college teacher training course and compared to the 
results for students at a four-year college.

.H\�:RUGV� Childcare worker training course, Childcare worker efficacy, On-site training at child-care centers
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1．問題と目的

㸦�㸧ಖ育⪅㣴ᡂᰯࡿࡄࡵࢆㄢ㢟

本研究࡛ࡣ，保育者（ᗂ⛶ᅬ教ㅍ，保育ኈ等）をᚿᮃする短期大学生における，実習経験と保育者

効力感との関ಀのၥ題をྲྀり上ࡆるࠋᨵゞࡉれたᗂ⛶ᅬ教育要領（文㒊科学┬，2017）においてࡣ，

ᗂ児期の⤊ࢃり࡛ࡲに育ࡗて࡯しいලయ的࡞ጼࡉ♧ࡀれ，保育者にࡇࡣれを㐩成するたࡵの高い㈨㉁

ࡵồࡀのᨭ᥼࡬子育てࡸᆅᇦにおけるᗂ児期の教育ࡸた，保育者に対してᐙᗞࡲࠋられているࡵồࡀ

られる࡝࡞，ᖜ広いニーࢬに対応するࡇとの࡛ࡁる力㔞ࡶồࡵられているࡇࠋのよ࡞࠺保育現場の≧

ἣを反ᫎして，保育者を養成する大学・短期大学等においてࡇࡣれ࡛ࡲ௨上に㉁の高い保育者の養成

ࠋているࡗ࡞課題とࡀ

㏆年，保育者養成ࡣ 4 年制大学࡛ࡶከࡃ行ࢃれるよ࠺にࡗ࡞たࡑ，ࡀのከࡣࡃ短期大学を中ᚰに行

2，ࡣ短期大学࡛࠺保育者養成を行ࠋれているࢃ 年㛫とい࠺短期㛫のࡕ࠺にᗂ⛶ᅬ教ㅍと保育ኈ㈨᱁

とをྠ᫬にྲྀᚓするࡇとࡁ࡛ࡀる࢝リキュラムをタけているࡇࠋのたࡎ⮬，ࡵと短期大学の࢝リキュ

ラムࡣ養成教育に≉化しているࡲࠋた，保育者養短期大学にධ学する学生に≉ᚩ的࡞ഴ向の 1 としࡘ

て，ከࡃの者ࡀあらかࡵࡌ༞ᴗᚋの進㊰を保育者とᐃࡵて養成校にධ学してࡃるࡇとࡀᣲࡆられるた

てࡗキࣕリア教育としてのഃ㠃をᣢࡣいている大学の学習ࡘࡧ⤖ࡃᑗ᮶の進㊰࡛ある保育⫋に深，ࡵ

いると⪃࠼られるࠋ≉に，㏆年保育⫋にᑵ⫋してᩘࡶ年のࡕ࠺に㞳⫋する者ࡀᑡ࡞からࡎᏑᅾすると

い࠺，保育者の長期的࡞キࣕリアᙧ成の㞴しࡉのၥ題ࡀ指᦬ࡉれているたࡵ，保育者養成校において

た࠼を一㈏した保育者としての成長（キࣕリアᙧ成）の㐣⛬としてᤊ࡛ࡲ学生から現場の保育者，ࡣ

教育的ᨭ᥼のあり᪉にࡘいて᳨ウするᚲ要ࡀあるとい࠼るࠋ

保育者養成課⛬の中࡛ࡶ，≉に保育現場における実習（教育実習，保育実習）ࡣ保育者に࡞るたࡵ

の学ࡸࡧ成長の㔜要࡞機会࡛あると⪃࠼られるࡇࠋのよ࡞࠺実習の成ྰにかかࢃる大࡞ࡁ要ᅉとして，

保育者として㐺ᛶࡸ力㔞と୪ん࡛，ࡑれに対するㄆ㆑，すࡕࢃ࡞⮬ศ⮬㌟ࡀ保育者として࡝の⛬度の

άືࡁ࡛ࡀるのかにࡘいてのㄆ㆑ࡀ㔜要に࡞るࡇࠋの⬟力に㏆᥋するᴫᛕとして，保育者効力感（三

ᮌ・ᱜ஭，1998）ࡀᣲࡆられるࠋ三ᮌ・ᱜ஭によれࡤ，保育者効力感とࡣ保育場㠃において子ࡶ࡝の

発㐩にᮃࡲしい変化をࡶたらす事ࡀฟ᮶る࡛あ࠺ࢁ保育的行Ⅽをとるࡇとࡁ࡛ࡀるとい࠺ಙᛕ࡛あ

り，実習の経験ࡣ，保育者効力感を高ࡵるとࡉれるࠋ

合い，保育者࡛ある⮬ᕫを⮬ぬし成長するࡁ保育者࡛ある⮬ศと向，ࡣた，田爪・小Ἠ（2012）ࡲ

㐣⛬࡛あるࠕ保育者アイデンテ࢕テ࢕ （ࠖ小Ἠ・田爪，2005）に╔┠し，実習を㏻した保育者アイデ

ンテ࢕テ࢕の☜❧にࡘいて᳨ウしているࡑࠋの⤖ᯝ，実習において保育者アイデンテ࢕テࡀ࢕☜❧ഴ

向にある学生ࡣ，実習に対する୙Ᏻࡀపࡲ，ࡃた保育⫋に対して⮬発的にᣮᡓしよ࠺とするព㆑ࡸ社

会的࡞౯್を見い࠺ࡑࡔとするព㆑ࡀ高いࡇとを᫂らかにしているࠋ

田爪・廣瀬（2016）ࡣ，短期大学の養成課⛬において，ึࡵての保育実習（保育実習Ⅰ）の⤊஢᫬

における保育者効力感と保育者アイデンテ࢕テ࢕との関㐃にࡘいて᳨ウしているࡑࠋの⤖ᯝ，保育の

ィ⏬ࡸ㐠Ⴀに関する効力感の高い学生ࡣ，指導保育者を保育者のモデルとしてㄆ㆑しࡸすࡃ，実習を

㏻して保育者モデルを⋓ᚓしࡸすいࡇとࡀ♧၀ࡉれ，保育者効力感ࡀ保育者アイデンテ࢕テ࢕の☜❧

に影響をཬࡰしているྍ⬟ᛶ࠼⪄ࡀられたࡉࠋらに，保育者効力感の高ࡣࡉ実習の印㇟を⫯ᐃ的にし，

実習に対する୙Ᏻを㍍ῶする要ᅉと࡞り，保育者観，保育観を⫯ᐃ的にᤊ࠼るࡇとに関㐃していたࠋ
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㸦�㸧ᮏ◊✲ࡢ目ⓗ

上㏙した田爪・廣瀬（2016）のㄪᰝึࡣᅇの保育実習（1 年ḟ 2 月）の⤊஢ᚋに行ࢃれたࡶの࡛あ

るࡀ，保育に対するព㆑ࡸ効力感ࡣ養成課⛬のᅾ学中において᫬⣔ิ的に変化するࡇと（例ࡤ࠼⚄谷，

2010㸹三ᮌ・ᱜ஭，1998㸹Ỉ㔝，2001 て保育者モデルの⋓ᚓࡗりによࡲ実習の経験の深，ࡸ（࡝࡞

本研究࡛ࡇࡑࠋれているࡉሗ࿌ࡀと（田爪，2013）ࡇ変化するࡀ実習に対するㄆ㆑ࡸれ，保育ࡉಁࡀ

田爪・廣瀬（2016）のㄪᰝに⥅⥆し，2ࡣ࡛ ᅇ┠の保育ᡤ࡛の実習（保育実習ϩ㸸1 年ḟ 7 㹼 8 月）

を⤊࠼た短期大学生に対してㄪᰝを実᪋するࠋලయ的にࡎࡲ，ࡣศᯒ 1 実ࡀ保育者効力感の高పࡣ࡛

習において指導をཷけた感᝿ࡸ実習中に感ࡌた୙Ᏻにཬࡰす影響にࡘいてのศᯒを行ࡉࠋ࠺らに，ศ

ᯒ 2 においてࡣ保育者効力感のつᐃᅉにࡘいて᥈⣴的ศᯒを行ࠋ࠺ศᯒ 1，2 とࡶ，保育実習Ⅰ⤊஢

᫬とのẚ㍑を行ࡇ࠺とにより，実習の進行にక࠺変化を᳨ウするࠋあࡏࢃて，4 年制大学の養成課⛬

においてྠᵝの᳨ウを行ࡗた田爪（2018）とのẚ㍑を行ࡇࠋ࠺のよ࡞࠺ど点によるศᯒにより，保育

者養成校における学生の≉ᚩと，ࡇࡑにおける教育的ᨭ᥼に対する♧၀をᚓるࡇとࡀฟ᮶ると⪃࠼ら

れるࠋ

2．方法

㸦�㸧ㄪᰝᑐ㇟⪅

保育ኈ，ᗂ⛶ᅬ教ㅍの養成を୺とする短期大学 1 校にᡤᒓする学生 78 ྡ（ዪᛶ 74 ྡ，⏨ᛶ 4 ྡ）

を対㇟としたࠋ㉁ၥ⣬ㄪᰝࡣ 2 ᅇ┠の保育ᡤ実習（保育実習ϩ）の⤊஢ᚋの 2 年ḟ 9 月に実᪋した（௨

下，ࡇのㄪᰝを実習ϩᚋと࿧ࠋ（ࡪ本研究࡛ࡌྠ，ࡣ対㇟者にࡘいてึᅇの保育ᡤ実習（保育実習Ⅰ）

の⤊஢ᚋの 1 年ḟ 3 月においてྠᵝのㄪᰝを行ࡗた田爪・廣瀬（2016㸸௨下，ࡇのㄪᰝを実習Ⅰᚋと

࿧ࡪ）のデーࡶࢱ౑⏝し，୧者のẚ㍑を行࡞ࠋ࠺お，2 ᅇ┠の保育実習において保育ᡤ࡛ࡃ࡞ࡣ᪋タ

等࡛の実習（保育実習Ⅲ）を㑅ᢥしたࡶのࡣ対㇟から㝖いているたࡵ，ศᯒ対㇟者ࡣ実習Ⅰᚋの 89

ྡ（ዪᛶ 83 ྡ，⏨ᛶ 6 ྡ）からῶᑡしているࡲࠋた，本研究のㄪᰝ対㇟者ࡣ⏨ዪの人ᩘのᕪࡀ大ࡃࡁ，

ᛶᕪに関する⤫ィ的ศᯒࡣ㞴しいたࡵ，本研究のศᯒにおいてࡣᛶูの要ᅉࡣ㎸ࡳとしたࠋ対㇟者に

対する೔⌮的㓄៖として，研究の┠的，ಶ人᝟ሗの保ㆤ（ㄪᰝࡣ↓グྡとした）ࡸ᝟ሗの管⌮をཝ㔜

に行ࡇ࠺と，ࡲたᅇ⟅内容ࡣᤵᴗࡸ実習のホ౯にࡣ影響し࡞いࡶの࡛あるࡇとにࡘいて事๓にㄝ᫂し，

ྠពをᚓた上࡛ㄪᰝを実᪋したࠋ

1 ，ࡣお，ㄪᰝ対㇟者のᡤᒓする養成校࡛࡞ 年ḟの 2 月（保育実習Ⅰ）と 2 年ḟの 7 㹼 8 月（保育

実習ϩ）に保育ᡤ࡛のྛ 10 日㛫௨上の実習をィ 2 ᅇ行い，2 年ḟの 9 月にᗂ⛶ᅬ࡛の実習（教育実習）

を行ࡗているࠋ

㸦�㸧㉁ၥ㡯目

本研究࡛ศᯒ対㇟とする㉁ၥ㡯┠ࡣḟの㏻り࡛ある࡞ࠋお，ྛ㉁ၥ㡯┠のヲ⣽にࡘいてࡣ⤖ᯝの⠇

において㏙࡭るࡲࠋた，㉁ၥ⣬のෑ㢌㒊ศにおいてᇶ本ᒓᛶとしてᛶูおよࡧ現ᅾのᚿᮃ進㊰にࡘい

て㉁ၥしたࠋ

ಖ育⪅ຠຊឤ㸦タၥ �㸧　保育者効力感の ᐃにおいてࡣ，三ᮌ・ᱜ஭（1998）による保育者効力

感ᑻ度を౑⏝したࠋ
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ಖ育ᐇ⩦ࡢ⤒㦂㸦タၥ ���㸧　田爪・小Ἠ（2012）における実習の感᝿に関する㡯┠のࠕ，ࡕ࠺実習

において指導をཷけた感᝿（タၥ た୙Ᏻ（タၥࡌ実習中に感ࠕ，ࠖ（2 保育者観の変化（タၥࠕ，ࠖ（3 4）ࠖ，

保育観の変化（タၥࠕ 5）ࠖ をศᯒ対㇟とした࡞ࠋお，タၥ 2 およࡧタၥ 3 のྛタၥのᅉ子ᵓ成ࡣ田爪・

小Ἠ（2012）とྠᵝとしたࠋ

3．結果

㸦�㸧ಖ育⪅ຠຊឤᑻᗘ㸦タၥ �㸧ࡢศᯒ

三ᮌ・ᱜ஭（1998）による保育者効力感ᑻ度を౑⏝し，ྛ㉁ၥ㡯┠にࡘいて，ࠕとて࠺ࡑࡶᛮ（5）࠺̿

඲࠺ࡑࡃᛮ࡞ࢃい（1）ࠖ の 5 ௳ἲ࡛ᅇ⟅をồࡵ，ᚓ点化したࠋ三ᮌ・ᱜ஭ࡣ඲ての教育実習・保育実習

を⤊࠼た者を対㇟に㉁ၥ⣬を行ࡗており，1 ᅉ子から࡞るᑻ度をᵓ成しているࡀ，ึᅇの保育実習⤊஢ᚋ

にࡘいてㄪᰝした田爪・廣瀬（2016）࡛ࡣḟの 2 ᅉ子ࡀᚓられているࠋ第 1 ᅉ子ࠕࡣ対人場㠃における

効力感（௨下，㹙対人効力感㹛）ࠖ ࡛あり，ᑻ度㡯┠ࠕࡣ子ࡶ࡝の≧ែࡀ୙Ᏻᐃ࡞᫬にࡶ㐺ษ࡞対応ࡁ࡛ࡀるࠖ

るࡁとに十ศດ力࡛ࡇる࠼保育⎔ቃにᩚ࡞のάືを⪃៖し㐺ษࡶ࡝子ࠕ 等ࠖ 5 㡯┠࡛あるࠋ第 2 ᅉ子ࠕࡣィ

⏬保育ࡸクラス㐠Ⴀにおける効力感（௨下，㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛）ࠖ ࡛あり，ᑻ度㡯┠ࠕࡣ子ࡶ࡝の⬟力に

応ࡌた課題をฟすࡇとࡁ࡛ࡀる ていけるࠖ等ࡗࡸࡃࡲ࠺ࡶてࡗ࡞の年㱋のᢸ௵に࡝ࠕࠖ 5 㡯┠࡛あるࠋ本

研究࡛ࡣ，実習の進行にక࠺ẚ㍑を行࠺ᚲ要ᛶから，保育者効力感の඲ᚓ点（඲㡯┠の平ᆒ್）およࡧ

田爪・廣瀬（2016）における 2 ᅉ子を౑⏝するࡇととする࡞ࠋお，ಙ㢗ᛶの᳨ウのたࡵにȘಀᩘを⟬ฟ

したとࢁࡇ，保育者効力感の඲ᚓ点࡛ࡣȘ .847，ྛᅉ子࡛ࡣ㡰にȘ .802, .876 ࡛あり，いࡎれのᅉ子ࡶ

十ศ࡞内的ᩚ合ᛶࡀᚓられたࠋ

ㄪᰝ᫬期ࡈとの保育者効力感のᑻ度ᚓ点を Table 1 に♧すࠋ保育者効力感のྛᅉ子のᑻ度ᚓ点にࡘ

いて，ㄪᰝ᫬期（実習Ⅰᚋ㸭ϩᚋ）によるᕪ␗を t ᳨ᐃによりẚ㍑した⤖ᯝ，いࡎれのᅉ子において

ࠋたࡗか࡞られࡳࡣᕪ࡞有ពࡶ

7DEOH��　ㄪᰝ᫬ᮇࡢ࡜ࡈಖ育⪅ຠຊឤࡢᑻᗘᚓⅬࡢᖹᆒ್㸦0㸧࡜ᶆ‽೫ᕪ㸦6'㸧

t  
(n=89) (n=78)

㸦�㸧ᐇ⩦ࡢ⤒㦂ࡿࡅ࠾࡟ಖ育⪅ຠຊឤࡢᙳ㡪

�㸧ศᯒ᪉ἲ

本研究࡛ࡣ，実習において指導をཷけた感᝿，実習における୙Ᏻ，保育（者）観の変化における，

保育者効力感およࡧㄪᰝ᫬期のおよࡰす効ᯝを᳨ウするࠋලయ的にࡎࡲ，ࡣ，保育者効力感の඲ᚓ点，

およࡧ㹙対人効力感㹛，㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛のࡑれࡒれのᚓ点にࡘいて，平ᆒ್㸩 0.5SD（ᶆ‽೫ᕪ）

௨上の者を高ᚓ点⩌（௨下，高⩌），平ᆒ್－ 0.5SD ᮍ‶の者をపᚓ点⩌（௨下，ప⩌），ࡑの中㛫，

すࡕࢃ࡞ᚓ点ࡀ平ᆒ್s 0.5SD の⠊ᅖの者を中ᚓ点⩌（௨下，中⩌）にศ㢮し（人ᩘの内ヂを Table 
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2 に♧す），ࡇれとㄪᰝ᫬期（実習Ⅰᚋ㸭ϩᚋ）を⊂❧変ᩘとしたࡑࠋの࡛࠼࠺，実習の経験（実習

において指導をཷけた感᝿，実習࡛感ࡌた୙Ᏻ，保育者観・保育観の変化）のྛ㉁ၥ㡯┠におけるᑻ

度ᚓ点をᚑᒓ変ᩘとして，ࡑれࡒれㄪᰝ᫬期（実習Ⅰᚋ㸭ϩᚋ）�保育者効力感（高㸭中㸭ప⩌）（い

対㇟者㛫ィ⏬）のࡶれࡎ 2 要ᅉศᩓศᯒを行ࡗたࠋ

お，2࡞ のの，実習ϩᚋのㄪᰝにおいてࡶあるࡣ一࡛ྠࡣのㄪᰝ᫬期の対㇟者ࡘ 2 ᅇ┠の保育実習

に᪋タ等࡛の実習を㑅ᢥしたࡶのをศᯒ対㇟から㝖いたたࡵ，ㄪᰝ᫬期のẚ㍑においてࡣ౽ᐅ的に対

㇟者㛫ィ⏬のศᯒを行ࡗたࠋ

7DEOH��　ಖ育⪅ຠຊឤࡢᑻᗘᚓⅬࡢ㧗పࡿࡼ࡟ேᩘࡢෆヂ㸦ᣓᘼෆࡣ๭ྜ㸦�㸧㸧

�㸧ᐇ⩦࡚࠸࠾࡟ᣦᑟࡓࡅཷࢆឤ᝿㸦タၥ �㸧

指導保育者から指導をཷけたᚋに感ࡌた印㇟ࡸ感᝿に関する㡯┠をᣲࠕ，ࡆとて࠺ࡑࡶᛮ（5）࠺̿

඲࠺ࡑࡃᛮ࡞ࢃい（1）ࠖ の 5 ௳ἲ࡛ᅇ⟅をồࡵてᚓ点化したࠋᅉ子ᵓ成ࡣ田爪・小Ἠ（2012）とྠᵝ

のࡶのを᥇⏝したࠋすࡕࢃ࡞，㹙保育者モデルの⋓ᚓ㹛（保育者のモデルの⋓ᚓ，᫂ ☜化ࠋᑻ度㡯┠ࡣ，

⮬ศࡑࡶの人のよ࡞࠺保育者に࡞りたいとᛮࡗた，ඛ生ࡣ⮬ศࡀ保育者に࡞る上࡛Ⰻいモデルとࡗ࡞

た，等 6 㡯┠），㹙⮬ಙ႙ኻ㹛（⮬ಙの႙ኻ，指導保育者࡬の୙‶ࠋᑻ度㡯┠ࡣ，ඛ生の指導にࡘいて

行け࡞いとᛮࡗた，ඛ生の指導࡛よࡃ⌮ゎ࡛࡞ࡁいࡇとࡀあࡗた，等 7 㡯┠），㹙指導の楽しࡉ㹛（指

導をཷけて感ࡌた楽しࠋࡉᑻ度㡯┠ࡣ，実習指導をཷけるࡇとࡣ㠃ⓑかࡗた，等 3 㡯┠）の 3 ᅉ子か

らᵓ成ࡉれるࠋᅉ子㡯┠のᚓ点の平ᆒ್をᑻ度ᚓ点とした（௨下，ᑻ度ᚓ点の⟬ฟにࡘいてࡣ඲てྠ

ᵝの᪉ἲを⏝いた）ࠋಙ㢗ᛶの᳨ウのたࡵにྛᅉ子にࡘいてȘಀᩘを⟬ฟしたとࢁࡇ，㡰にȘ .889, 

.740, .773 ࡛あり，いࡎれのᅉ子ࡶ十ศ࡞内的ᩚ合ᛶࡀᚓられたࠋ

Table 3 に，ྛᅉ子におけるㄪᰝ᫬期およࡧ保育者効力感の高ࡉによるᑻ度ᚓ点の平ᆒ್およࡧᶆ

‽೫ᕪを♧したࠋ௨下，ᅉ子ࡈとにㄪᰝ᫬期�保育者効力感の高ࡉの高పの 2 要ᅉศᩓศᯒの⤖ᯝに

ࠋる࡭いて㏙ࡘ

ಖ育⪅ࣔࡢࣝࢹ⋓ᚓ　ㄪᰝ᫬期の୺効ᯝࡳࡣられ࡞かࡗたࡲࠋた，保育者効力感の඲ᚓ点の高ࡉの

୺効ᯝに有ពഴ向ࡳࡀられたࡀ，㹙対人効力感㹛，㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛の高ࡉの୺効ᯝࡳࡣられ࡞かࡗ

た（⤫ィ್ࡣ Table 3 に♧すࠋ௨下ྠࡲࠋ（ࡌた，いࡎれの保育者効力感にࡘいてࡶㄪᰝ᫬期との஺஫

స⏝ࡳࡣられ࡞かࡗたࠋ

⮬ಙ႙ኻ　ㄪᰝ᫬期の୺効ᯝࡀ有ព࡛あり，実習ϩᚋのᚓ点ࡣ実習Ⅰᚋのࡑれよりࡶపࡃ，実習の

進行により⮬ಙࡣ႙ኻࡉれにࡗ࡞ࡃࡃたࡇとࢃ❚ࡀれるࡲࠋた，いࡎれの保育者効力感の高ࡉにࡘい

てࡶ୺効ᯝおよࡧㄪᰝ᫬期との஺஫స⏝ࡳࡣられ࡞かࡗたࠋ

ᣦᑟࡢᴦࡉࡋ　ㄪᰝ᫬期の୺効ᯝࡳࡣられ࡞かࡗたࠋ඲ての保育者効力感の高ࡉの୺効ᯝࡀ有ព࡛
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あり，有ពỈ‽ 5� の tukey ἲによるከ㔜ẚ㍑（௨下，ከ㔜ẚ㍑ࡣ඲てྠࡌᡭἲを⏝いた）の⤖ᯝ，

඲ての保育者効力感にࡘいて高⩌およࡧ中⩌ࡣప⩌よりࡶᚓ点ࡀ高かࡗたࡲࡘࠋり，保育者効力感の

పい学生࡝࡯指導を楽しࡃ感ࡌてい࡞いとい࠼るࡲࠋた，いࡎれの保育者効力感の高ࡉにࡘいてࡶㄪ

ᰝ᫬期との஺஫స⏝ࡳࡣられ࡞かࡗたࠋ

௨上の⤖ᯝをࡲとࡵると，実習᫬期ࡀ進行するにࡘれ保育に対する⮬ಙを႙ኻしに࡞ࡃࡃると⪃࠼

られるࡲࠋた，保育者効力感の高ࡣࡉ実習の指導を楽しいと感ࡌるかྰかにࡣ影響するࡶのの，田爪・

小Ἠ（2012）ࡀ保育者アイデンテ࢕テ࢕のᵓ成要⣲として᝿ᐃした保育者モデルࡸ⮬ಙの⋓ᚓ࡬の影

響ࡳࡣられ࡞かࡗたࠋ

7DEOH��　ᣦᑟࡓࡅཷࢆឤ᝿㸦タၥ �㸧ࡿࡅ࠾࡟㸪ㄪᰝ᫬ᮇ㸪ಖ育⪅ຠຊឤࡢ
㧗࣭୰࣭ప⩌ࡿࡼ࡟ᑻᗘᚓⅬࡢᖹᆒ್㸦0㸧࡜ᶆ‽೫ᕪ㸦6'㸧

M (SD) M (SD) M (SD) 

 p  p p

ト　୺効ᯝおよࡧ஺஫స⏝にࡘいて㸸ㄪᰝ᫬期（実習Ⅰᚋ㸭実習ϩᚋ）�保育者効力感（高㸭

中㸭ప⩌）の 2 要ᅉศᩓศᯒの⤖ᯝを♧しているࡣ್ᩘࠋ F ್（Tables 4, 5 においてࠋ（ࡌྠࡶ

�㸧ᐇ⩦୰࡟ឤࡓࡌ୙Ᏻ㸦タၥ �㸧

実習の中࡛感ࡌた୙Ᏻにࡘいて，実習における୺要࡞άືに関する㡯┠をᣲࡆ，ྛ 㡯┠にࡘいてࠕと

てࡶᚰ㓄ࡗࡔた（5）̿඲ࡃᚰ㓄࡛࡞かࡗた（1）ࠖ の 5 ௳ἲ࡛ᅇ⟅をồࡵてᚓ点化し，ᑻ度ᚓ点を⟬

ฟしたࠋᅉ子ᵓ成ࡣ田爪・小Ἠ（2012）とྠᵝのࡶのを᥇⏝したࠋすࡕࢃ࡞，㹙実習ែ度㠃の୙Ᏻ㹛（実

習生，社会人としてのែ度ࡸᖖ㆑に対する୙Ᏻࠋ㉁ၥ㡯┠ࡣ，⫋員に対するែ度㸭子ࡶ࡝に対する᥋

し᪉，等 4 㡯┠），㹙保育ᢏ㔞の୙Ᏻ㹛（保育ᢏ⾡，▱㆑に対する୙Ᏻࠋ㉁ၥ㡯┠ࡣ，㈐௵実習のィ⏬，

実習日ㄅの᭩ࡁ᪉ࡲࡸとࡵかた，等 4 㡯┠），の 2 ᅉ子からᵓ成ࡉれるࠋಙ㢗ᛶの᳨ウのたࡵ，ྛᅉ

子にࡘいてȘಀᩘを⟬ฟしたとࢁࡇ，㡰にȘ .782, .695 ࡛あり，いࡎれのᅉ子ࡶ十ศ࡞内的ᩚ合ᛶࡀ

ᚓられたࠋ
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Table 4 に，ྛᅉ子におけるㄪᰝ᫬期およࡧ保育者効力感の高ࡉによるᑻ度ᚓ点の平ᆒ್およࡧᶆ

‽೫ᕪを♧したࠋ௨下，ᅉ子ࡈとにㄪᰝ᫬期�保育者効力感の高ࡉの高పの 2 要ᅉศᩓศᯒの⤖ᯝに

ࠋる࡭いて㏙ࡘ

ᐇ⩦ែᗘ㠃ࡢ୙Ᏻ　ㄪᰝ᫬期およࡧ，඲ての保育者効力感の高ࡉの୺効ᯝࡀ有ព࡛あり，いࡎれの

保育者効力感にࡘいてࡶㄪᰝ᫬期との஺஫స⏝ࡳࡣられ࡞かࡗた（⤫ィ್ࡣ Table 4 に♧すࠋ௨下ྠ

実習の進行により㹙実習，ࡃపࡶれよりࡑ実習Ⅰᚋのࡣ実習ϩᚋのᚓ点，ࡣいてࡘㄪᰝ᫬期にࠋ（ࡌ

ែ度㠃の୙Ᏻ㹛ࡀ㍍ῶࡉれたࡇとࢃ❚ࡀれるࠋ保育者効力感の高ࡉのྛᅉ子にࡘいてከ㔜ẚ㍑を行ࡗ

た⤖ᯝ，保育者効力感の඲ᚓ点，㹙対人効力感㹛にࡘいてࡣ，ప⩌およࡧ中⩌ࡀ高⩌よりࡶᚓ点ࡀ高かࡗ

たࡲࠋた，㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛にࡘいてࡣ，ప⩌よりࡶ高⩌およࡧ中⩌のᚓ点ࡀ高かࡗたࡲࡘࠋり，

いࡎれの保育者効力感にࡘいてࡶ，పい者࡝࡯実習のែ度㠃における୙Ᏻࡀ高いとい࠼るࠋ

ಖ育ᢏ㔞ࡢ୙Ᏻ　ㄪᰝ᫬期およࡧ，඲ての保育者効力感の高ࡉの୺効ᯝࡀ有ព࡛あり，いࡎれの保

育者効力感にࡘいてࡶㄪᰝ᫬期との஺஫స⏝ࡳࡣられ࡞かࡗたࠋㄪᰝ᫬期にࡘいてࡣ，実習ϩᚋのᚓ

点ࡣ実習Ⅰᚋのࡑれよりࡶపࡃ，実習の進行により実習ែ度㠃の୙Ᏻࡀ㍍ῶࡉれたࡇとࢃ❚ࡀれるࠋ

保育者効力感の高ࡉのྛᅉ子にࡘいてከ㔜ẚ㍑を行ࡗた⤖ᯝ，保育者効力感の඲ᚓ点にࡘいてࡣ，ప

⩌およࡧ中⩌ࡀ高⩌よりࡶᚓ点ࡀ高かࡗたࡲࠋた，㹙対人効力感㹛およࡧ㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛にࡘい

てࡣ，ప⩌よりࡶ高⩌のᚓ点ࡀ高かࡗたࡲࡘࠋり，いࡎれの保育者効力感にࡘいてࡶ，㹙実習ែ度㠃

の୙Ᏻ㹛とྠᵝのഴ向ࡳࡀられ，పい者࡝࡯実習のᢏ㔞㠃における୙Ᏻࡀ高いとい࠼るࠋ

௨上の⤖ᯝをࡲとࡵると，実習᫬期ࡀ進行するにࡘれ実習に対する୙Ᏻࡣ小࡞ࡃࡉり，ࡲた，保育

者効力感ࡀ高い者࡝࡯，実習に対する୙Ᏻࡣ小ࡉいと⪃࠼られるࠋ

7DEOH��　ᐇ⩦୰࡟ឤࡓࡌ୙Ᏻ㸦タၥ �㸧ࡿࡅ࠾࡟㸪ㄪᰝ᫬ᮇ㸪ಖ育⪅ຠຊឤࡢ
㧗࣭୰࣭ప⩌ࡿࡼ࡟ᑻᗘᚓⅬࡢᖹᆒ್㸦0㸧࡜ᶆ‽೫ᕪ㸦6'㸧

M (SD) M (SD) M (SD) 

 p  p  p

�㸧ಖ育⪅ほࡢኚ໬㸦タၥ �㸧㸪ಖ育ほࡢኚ໬㸦タၥ �㸧

保育ᡤ実習を経験するࡇとによࡗて，保育者観（保育者に対するイ࣓ーࢪ）およࡧ保育観（保育に

対するイ࣓ー࡝ࡀ（ࢪの⛬度変化したのかにࡘいて，ࡑれࡒれࠕ変化した（5）̿変化し࡞かࡗた（1）ࠖ

の 5 ௳ἲ࡛ᅇ⟅をồࡵてᚓ点化したࠋTable 5 に，ྛタၥにおけるㄪᰝ᫬期およࡧ保育者効力感の高
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とにㄪᰝ᫬期�保育者効力感の高పのࡈ௨下，タၥࠋᶆ‽೫ᕪを♧したࡧによるᚓ点の平ᆒ್およࡉ

2 要ᅉศᩓศᯒの⤖ᯝにࡘいて㏙࡭るࠋ

ಖ育⪅ほࡢኚ໬　ㄪᰝ᫬期およࡧ඲ての保育者効力感の୺効ᯝࡳࡣられ࡞かࡗた（⤫ィ್ࡣ Table 

5 に♧すࠋ௨下ྠࡲࠋ（ࡌた，いࡎれの保育者効力感にࡘいてࡶㄪᰝ᫬期との஺஫స⏝ࡳࡣられ࡞かࡗ

たࠋ

ಖ育ほࡢኚ໬　ㄪᰝ᫬期およࡧ㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛の高ࡉの୺効ᯝࡀ有ព࡛あࡗたࡲࠋた，ㄪᰝ᫬

期�㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛の高ࡉの஺஫స⏝に有ពഴ向ࡳࡀられたࡀ，保育者効力感の඲ᚓ点，㹙対人

効力感㹛にࡘいてࡣㄪᰝ᫬期との஺஫స⏝ࡳࡣられ࡞かࡗたࠋㄪᰝ᫬期にࡘいてࡣ，実習ϩᚋのᚓ点

ึ，ࡃపࡶれよりࡑ実習Ⅰᚋのࡣ ᅇの実習の経験ࡀより保育観の変化に影響をཬࡰしたと⪃࠼られるࠋ

㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛の高ࡉにࡘいてከ㔜ẚ㍑を行ࡗた⤖ᯝ，高⩌およࡧ中⩌ࡀప⩌よりࡶᚓ点ࡀ高かࡗ

たࡲࡘࠋり，保育のィ⏬，㐠Ⴀに関する効力感のపい学生ࡣ，ẚ㍑的保育観の変化ࡀ小ࡉいとい࠼るࠋ

7DEOH��　ಖ育⪅ほ㸪ಖ育ほࡢኚ໬㸦タၥ �㸪�㸧ࡿࡅ࠾࡟㸪ㄪᰝ᫬ᮇ㸪ಖ育⪅ຠຊឤࡢ
㧗࣭୰࣭ప⩌ࡿࡼ࡟ᑻᗘᚓⅬࡢᖹᆒ್㸦0㸧࡜ᶆ‽೫ᕪ㸦6'㸧

M (SD) M (SD) M (SD) 

 p  p p

㸦�㸧ศᯒ��㸸ಖ育⪅ຠຊឤࡢつᐃᅉ

�㸧ศᯒࡢ目ⓗ࡜᪉ἲ

ศᯒ 2 ศᯒ，ࡣ࡛ 1 においてྲྀり上ࡆた指導をཷけた感᝿ࡸ保育（者）観の変化の࡝，ࡕ࠺の㡯┠

㔜，ࡣศᯒ᪉ἲとしてࠋ࠺いて᥈⣴的にศᯒを行ࡘ影響しているのかにࡃにᙉࡉ保育者効力感の高ࡀ

ᅇᖐศᯒを⏝い，保育者効力感の඲ᚓ点およࡧ㹙対人効力感㹛，㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛のྛᑻ度ᚓ点をᚑ

ᒓ変ᩘとし，ࠕ指導をཷけた感᝿ࠖおよࠕࡧ実習中に感ࡌた୙Ᏻࠖのྛᅉ子，ࠕ保育者観の変化 保ࠕࠖ

育観の変化ࠖのᑻ度ᚓ点をᢞධᚋ，ステࢵプ࣡イࢬἲによりㄝ᫂変ᩘを㑅ᢥした࡞ࠋお，ྠᵝのศᯒ

を，実習᫬期を㎸ࡳにした場合およࡧ実習᫬期ࡈとに行ࡗたࠋ

�㸧ศᯒ⤖ᯝ࡜⪃ᐹ

ಖ育⪅ຠຊឤ㸦඲ᚓⅬ㸧　実習᫬期を㎸ࡳにした場合のỴᐃಀ （ᩘR2
（⮬⏤度ㄪᩚ῭，௨下ྠࡌ）） .218

࡛あࡗたࠋㄝ᫂変ᩘとして㑅ᢥࡉれたࡶのࡣ，実習中に感ࡌた୙Ᏻの㹙実習ែ度㠃の୙Ᏻ㹛（ș（ᶆ
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‽化೫ᅇᖐಀᩘ，௨下ྠ424.- （ࡌ, p�.001），およࡧ指導をཷけた感᝿の㹙指導の楽しࡉ㹛（ș .162, 

p�.05）࡛あࡗたࠋ

実習ⅠᚋにおけるỴᐃಀᩘ（R2
） .440 ࡛あࡗたࠋㄝ᫂変ᩘとして㑅ᢥࡉれたࡶのࡣ，上とྠࡃࡌ実

習中に感ࡌた୙Ᏻの㹙実習ែ度㠃の୙Ᏻ㹛（ș -.519, p�.001），およࡧ指導をཷけた感᝿の㹙指導の楽

しࡉ㹛（ș .362, p�.001）࡛あࡗたࠋ

実習ϩᚋにおけるỴᐃಀᩘ（R2
） .116 ࡛あࡗたࠋㄝ᫂変ᩘとして㑅ᢥࡉれたࡶのࡣ，実習中に感ࡌ

た୙Ᏻの㹙実習ែ度㠃の୙Ᏻ㹛（ș -.357, p�.001）࡛あࡗたࠋ

ᑐேຠຊឤ　実習᫬期を㎸ࡳにした場合のỴᐃಀᩘ（R2
） .176 ࡛あࡗたࠋㄝ᫂変ᩘとして㑅ᢥࡉれ

たࡶのࡣ，඲ᚓ点とྠࡃࡌ実習中に感ࡌた୙Ᏻの㹙実習ែ度㠃の୙Ᏻ㹛（ș -.382, p�.001），およࡧ指

導をཷけた感᝿の㹙指導の楽しࡉ㹛（ș .150, p�.05）࡛あࡗたࠋ

実習ⅠᚋにおけるỴᐃಀᩘ（R2
） .337 ࡛あࡗたࠋㄝ᫂変ᩘとして㑅ᢥࡉれたࡶのࡣ，上とྠࡃࡌ実

習中に感ࡌた୙Ᏻの㹙実習ែ度㠃の୙Ᏻ㹛（ș -.476, p�.001），およࡧ指導をཷけた感᝿の㹙指導の楽

しࡉ㹛（ș .308, p�.05）࡛あࡗたࠋ

実習ϩᚋにおけるỴᐃಀᩘ（R2
） .090 ࡛あࡗたࠋㄝ᫂変ᩘとして㑅ᢥࡉれたࡶのࡣ，実習中に感ࡌ

た୙Ᏻの㹙実習ែ度㠃の୙Ᏻ㹛（ș -.320, p�.01）࡛あࡗたࠋ

ィ⏬㐠Ⴀຠຊឤ　実習᫬期を㎸ࡳにした場合のỴᐃಀᩘ（R2
） .171 ࡛あࡗたࠋㄝ᫂変ᩘとして㑅ᢥ

保育者観の変ࡧ.001），およ�た୙Ᏻの㹙実習ែ度㠃の୙Ᏻ㹛（ș -.403, pࡌ実習中に感，ࡣのࡶれたࡉ

化（ș .140, p�.05） ࡛あࡗたࠋ

実習ⅠᚋにおけるỴᐃಀᩘ（R2
） .353 ࡛あࡗたࠋㄝ᫂変ᩘとして㑅ᢥࡉれたࡶのࡣ，実習中に感ࡌ

た୙Ᏻの㹙実習ែ度㠃の୙Ᏻ㹛（ș -.419, p�.001），指導をཷけた感᝿の㹙指導の楽しࡉ㹛（ș .261, 

p�.01），およࡧ保育者観の変化（ș .242, p�.01） ࡛あࡗたࠋ

実習ϩᚋにおけるỴᐃಀᩘ（R2
） .101 ࡛あࡗたࠋㄝ᫂変ᩘとして㑅ᢥࡉれたࡶのࡣ，実習中に感ࡌ

た୙Ᏻの㹙実習ែ度㠃の୙Ᏻ㹛（ș -.336, p�.01）࡛あࡗたࠋ

௨上の⤖ᯝをࡲとࡵると，㹙対人効力感㹛，㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛にඹ㏻して，保育者効力感の高ࡉに

ࡌとを楽しいと感ࡇと，ḟい࡛指導をཷけるࡇపいࡀ実習におけるែ度㠃の୙Ᏻࡣᙉいのࡀ影響ࡶ᭱

るࡇと࡛あるとゝ࠼るࡲࠋた，㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛においてࡣ，保育者観の変化ࡀṇの影響を୚࠼て

いたࠋ実習᫬期によるᕪ␗にࡘいてࡣ，ㄝ᫂変ᩘ⮬యにࡣ大࡞ࡁᕪ␗ࡳࡣられ࡞いࡶのの，Ỵᐃಀᩘ

た要ᅉの保育ࡆ本研究࡛ྲྀり上ࡶ実習ϩᚋよりࡀており，実習Ⅰᚋの᪉ࡗ࡞ࡃࡁ大ࡀ実習Ⅰᚋの᪉ࡣ

者効力感࡬の影響ࡣᙉいと⪃࠼られるࠋ

4．考察

㸦�㸧◊✲⤖ᯝࡢ⥲ᣓ

本研究࡛ࡣ，短期大学の保育者養成課⛬において，2 度にࢃたる保育実習を経験した学生を対㇟に，

保育者効力感の高ࡀࡉ実習における指導を࠺けた感᝿，実習に対する୙Ᏻ，保育者観・保育観の変化

にཬࡰす影響，ࡉらにࡑࡣれらの実習の進行にక࠺ᕪ␗にࡘいてศᯒを行ࡗ࡞たࠋ௨下࡛ࡣ，本研究

の⤖ᯝにࡘいて実習の進行による変化ཬࡧ 4 年制大学とのᕪ␗を㋃ࡀ࡞࠼ࡲら⪃ᐹを行ࠋ࠺

ࡗか࡞られࡳࡣ␗実習Ⅰᚋと実習ϩᚋとのᕪ，ࢁࡇㄪᰝ᫬期による保育者効力感をẚ㍑したと，ࡎࡲ
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た4ࠋ 年制大学の養成課⛬においてྠᵝのㄪᰝを行ࡗた田爪（2018）࡛ࡣ実習の進行にకい保育者効

力感ࡀ高ࡗࡲており，本研究の⤖ᯝとࡗ࡞␗ࡣているࡲࠋた，短期大学において実習の経験ࡀ保育者

効力感を高ࡵるとする三ᮌ・ᱜ஭（1998）と࡞␗ࡶるࡶの࡛あるࠋ有ពᕪの࡞い㡯┠にࡘいてのゎ㔘

にࡣៅ㔜࡛ある࡛ࡁ࡭あるࡀ，本研究࡛対㇟とした短期大学ࡣ，田爪（2018）の対㇟校にẚ࡭て実習

Ⅰと実習ϩとの㛫㝸ࡀ短かࡗたࡇとࡸ，三ᮌ・ᱜ஭（1998）ࡣ実習๓と実習ᚋをẚ㍑しているࡇとか

ら，短期㛫࡛，しかࡶ 2 度┠の実習を経験したᚋ࡛ࡣ 1 度┠ࡣ࡝࡯保育者効力感ࡣ大ࡃࡁ変化し࡞い

ྍ⬟ᛶ࠼⪄ࡀられるࠋ

ᣦᑟࡓࡅཷࢆឤ᝿ࡿࡅ࠾࡟ಖ育⪅ຠຊឤࡢᙳ㡪　保育に対する⮬ಙの႙ኻにおいて，実習の進行に

よりపῶࡉれており，実習の進行ࡀ⮬ಙの⋓ᚓにࡗࡀ࡞ࡘているࡇと࠼⪄ࡀられるࠋ実習経験をከࡃ

て，保育に対ࡗとによࡇる࡞ࡃ深ࡀ高度化し，保育者としての経験ࡀか࡛実習内容࡞のࡑたࡲ，ࡳ✚

する⮬ಙࡀ⋓ᚓࡉれたと⪃࠼るࡇとࡁ࡛ࡀるࡲࠋた，保育者効力感ࡀ高い者࡝࡯実習における指導を

楽しいと感ࡌていたࠋ指導保育者との関ಀࡣ実習の成ྰと大ࡃࡁ関㐃していると⪃࠼られるࡀ，本研

究の⤖ᯝから，保育者効力感の高ࡀࡉ実習における指導を⫯ᐃ的にᤊ࠼るࡇとに関㐃しているࡇとࡀ

のᵓ成要⣲として᝿ᐃし࢕テ࢕保育者アイデンテࡀ田爪・小Ἠ（2012）ࡣణし，本研究࡛ࠋれるࢃ❚

た保育者モデルࡸ⮬ಙの⋓ᚓにࡘいてࡣ保育者効力感の影響ࡳࡣられておらࡎ，保育者アイデンテ࢕

テ࢕と保育者効力感との関ಀ᫂ࡣらかに࡛࡞ࡁかࡗたࠋ

ᐇ⩦࡟ᑐࡿࡍ୙Ᏻࡿࡅ࠾࡟ಖ育⪅ຠຊឤࡢᙳ㡪　㹙実習ែ度㠃の୙Ᏻ㹛およࡧ㹙保育ᢏ㔞の୙Ᏻ㹛

とࡶ，実習の進行によりపῶしていたࠋ上に㏙࡭た実習経験による実習指導に対する感᝿とేࡏて⪃

ࡔ実習，ࡣとࡇれるࡉ㍍ῶࡀりにより保育者としての⮬ಙを⋓ᚓし，୙Ᏻࡲると，実習の経験の深࠼

け࡛ࡃ࡞保育⫋ࡑのࡶのに対する⮬ಙの⋓ᚓࡸ୙Ᏻのప下࡬とࡀ࡞ࡘるࡇとࡀண᝿ࡉれるࠋ

実習に対する୙Ᏻにおける保育者効力感の影響ࡣ，≉に㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛において㢧ⴭ࡛あり，㹙ィ

⏬㐠Ⴀ効力感㹛ࡀ高い者࡝࡯，実習のᢏ㔞㠃，ែ度㠃に対する୙Ᏻࡣᑡ࡞かࡗたࡇࠋの⤖ᯝࡣ，ẚ㍑

的୙Ᏻの高いとࡉれるึ期の実習ࡔけ࡛ࡃ࡞，実習ࡀ進行した場合においてࡶඹ㏻していたࡇࠋの⤖

ᯝから，例ࡤ࠼実習指導において保育の㐠Ⴀࡸィ⏬に対する効力感を高ࡵるࡇと࡛，実習に対する୙

Ᏻࡀ㍍ῶࡉれるྍ⬟ᛶ࠼⪄ࡀられるࠋ

保育者効力感の高ࡀࡉ୙Ᏻの㍍ῶにࡗࡀ࡞ࡘていた本研究の⤖ᯝとࡣ対↷的に，4 年制大学におい

てࡣ，対人場㠃の効力感ࡀ高い者ࡣ実習のែ度㠃における୙Ᏻࡀ高かࡗた4ࠋ 年制大学の⤖ᯝにࡘい

て，田爪（2018）ࡣ，保育者効力感の高い者ࡣ保育者に対してより高度࡞⬟力を期ᚅしてし࠺ࡲたࡵ

に୙Ᏻࡀ高ࡲるྍ⬟ᛶを指᦬しているࡇࠋのよ࡞࠺短期大学と 4 年制大学とのᕪ␗の⫼ᬒにࡣ，୧者

の≉ᛶࡸ実習に対するᵓ࠼のᕪ␗ࡀ影響しているྍ⬟ᛶ࠼⪄ࡶられるࡀ，本研究の⤖ᯝからのࡣ࡛ࡳ

ヲ⣽᳨࡞ウࡣ㞴しࡃ，௒ᚋの課題としたいࠋ

ಖ育⪅ほࡧࡼ࠾ಖ育ほࡢኚ໬࡟ᑐࡿࡍಖ育⪅ຠຊឤࡢᙳ㡪　保育者観の変化にࡘいてࡣ，本研究に

おいてࡣㄪᰝ᫬期ཬࡧ保育者効力感の影響ࡳࡣられ࡞かࡗたࠋ平ᆒ್ࡀ高ࡃኳ஭効ᯝࡀ生ࡌたྍ⬟ᛶ

変化ࡃࡁての実習を㏻して大࡭の学生において，すࡃከࡣࢪ保育者に対するイ࣓ー，ࡀられる࠼⪄ࡀ

していると⪃࠼るࡇとࡁ࡛ࡀよࠋ࠺と4，࡛ࢁࡇ 年制大学においてࡣ，保育者効力感の高い者࡝࡯，

保育者観の変化ࡀ小ࡉかࡗたࡇࠋのᕪ␗にࡘいて，短期大学にẚ࡭て 4 年制大学の学生ࡣ保育にࡘい

て長期㛫学習しているといࡇ࠺と，ࡉらに実習によࡗて保育者観ࡸ保育観ࡣලయ的かࡘከ㠃的に࡞る

とい࠺▱見（松Ọ・ᆤ஭・田中・ఀ 藤，2002）を㋃࠼ࡲると，1 ࠋられる࠼⪄ࡀとࡇのゎ㔘としてḟのࡘ

すࡕࢃ࡞，保育者養成課⛬の中࡛保育者観ࡣ大ࡃࡁ変化していࡶࡃの࡛ࡣあるࡀ，長期㛫の学習の中
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࡛保育者効力感を㌟にࡘけるࡇとによࡗて，保育者ീࡣᏳᐃしたࡶのにࡗ࡞ていࡃの࡛࡞ࡣい࠺ࢁࡔ

かࠋ

保育観の変化にࡘいてࡣ，実習ϩᚋの変化ࡣ実習Ⅰᚋのࡑれよりࡶᑡࡲ，ࡃ࡞た，保育者効力感の

高ࡉのࡕ࠺㹙ィ⏬㐠Ⴀ効力感㹛の高⩌ࡣప⩌よりࡶ保育観ࡀ変化していたࠋ実習の進行にకい保育観

てࡗ実習によࡣクラス㐠Ⴀにおける効力感の高い学生ࡸ⏬保育のィ，ࡀる࡞のにࡶẚ㍑的Ᏻᐃしたࡣ

より保育観を変化ࡏࡉると⪃࠼られるࠋణし，保育者観の変化とྠࡃࡌ保育観の変化にࡘいてࡶ平ᆒ

ࠋ࠺よࡁ࡛ࡀとࡇる࠼⪄実習を㏻して変化しているとࡣ保育観ࡣており，඲య的にࡗ࡞ࡃ高ࡀ್

ಖ育⪅ຠຊឤࡢつᐃᅉ　実習Ⅰᚋ，ϩᚋとࡶに本研究࡛ྲྀり上ࡆた㡯┠のࡕ࠺，保育者効力感の高

とを楽しいと ࡇと，ḟい࡛指導をཷけるࡇపいࡀ実習におけるែ度㠃の୙Ᏻࡣᙉいのࡀ影響ࡶに᭱ࡉ

感ࡌるࡇと࡛あࡗたࠋ三ᮌ・ᱜ஭（1998）ࡣ，実習の経験ࡀ保育者効力感を高ࡵるࡇとを指᦬してい

るࡀ，本研究の⤖ᯝからࡣ，༢に実習を経験するࡇとࡔけ࡛ࡃ࡞ࡣ，実習中において社会人としての

᣺る⯙いࡸ指導をཷけるែ度に対する୙Ᏻࡀపࡃ，実習の指導を楽しࡃ感ࡌるࡇとࡀ，実習ᚋの保育

者効力感を高ࡵる要ᅉに࡞ると⪃࠼られるࡲࡘࠋり，実習においてࡣ保育ᢏ㔞の高ࡉよりࡴࡶしࢁ実

習生としてのែ度ࡸ実習࡬の㐺応のࡀ࠺࡯保育者効力感を高ࡵる要ᅉに࡞ると⪃࠼られるࡲࠋた，㔜

ᅇᖐศᯒにおけるỴᐃಀᩘࡣ実習ϩᚋよりࡶ実習Ⅰᚋの᪉ࡀ高ࡗ࡞ࡃているࡇとから，ඛに㏙࡭た事

᯶ึࡣ期の実習においてより㢧ⴭ࡛あるとい࠼るࠋ

㸦�㸧࡜ࡵ࡜ࡲ௒ᚋࡢㄢ㢟

本研究࡛ࡣ，保育者養成を行࠺短期大学の学生における，保育者効力感と実習に᪊て指導をཷけた

感᝿，実習に対する୙Ᏻࡸ保育者観，保育観の変化との関ಀࡑ，ࡸれらの実習の進行にక࠺変化の一

られるの࠼⪄力㔞に対するㄆ㆑࡛あるとࡸᕫの保育者としての㐺ᛶ⮬ࡣ保育者効力感ࠋれたࡉ♧ࡀ➃

㔜ࡶᑗ᮶保育者として保育現場࡛άືする上࡛ࡀࡕ学生た，ࡎらࡲ࡝実習の成ྰにとࡣࡉの高ࡑ，࡛

要࡞要ᅉに࡞ると⪃࠼られるࠋ本研究においてࡣ，実習において保育者効力感の高ࡉにࡣ保育ᢏ㔞よ

りࡶ実習生としてのែ度ࡸ実習࡬の㐺応の影響ࡀᙉいࡇとࡉ♧ࡀれたࡇとから，大学における実習๓

の指導においてࡣ実習ඛにおいて指導をཷけるែ度を㌟にࡘけるࡇと，ࡲた実習ᚋの指導においてࡣ

⮬㌟の実習生としてのែ度を的☜に᣺り㏉るࡇとࡀ㔜要࡛あると⪃࠼られるࠋణし，本研究の⤖ᯝか

ら短期㛫࡛ࡣ保育者効力感ࡣ変化しにࡃいྍ⬟ᛶ࠼⪄ࡀられるたࡵ，保育者効力感を高ࡵるたࡵにࡣ

実習をྵࡵた養成課⛬඲యを㏻した教育のあり᪉を⪃࠼ていࡃᚲ要ࡀあるとᛮࢃれるࠋ

た，短期大学を対㇟とした本研究と，4ࡲ 年制大学の保育者養成課⛬において本研究とྠᵝの᳨ウ

を行ࡗた田爪（2018）と⤖ᯝとのᕪ␗ࡣḟの㏻り࡛あࡗたࠋすࡕࢃ࡞，本研究においてࡣ，保育者効

力感の高い者ࡣ実習の୙Ᏻࡀపࡃ，保育観の変化ࡀ大ࡁかࡗたのに対して，4 年制大学においてࡣ，

保育者効力感の高い者ࡣ，実習のែ度㠃における୙Ᏻࡀ高ࡃ，保育者観の変化ࡀ小ࡉかࡗた4ࠋ 年制

大学の⤖ᯝにࡘいて，田爪（2018）ࡣ保育者効力感の高い者ࡣ保育者観᫂ࡀ☜࡛あり，実習による変

化ࡣᑡ࡞いࡀ，保育者としてより高いỈ‽࡛の課題をᣢࡘたࡵに実習に対する୙Ᏻࡀ高ࡗ࡞ࡃてしࡲ

られ࠼⪄ࡀゎ㔘࡞࠺ḟのよࡣいてࡘ௚᪉，本研究࡛対㇟とした短期大学にࠋᛶを指᦬している⬟ྍ࠺

るࠋす4，ࡕࢃ࡞ 年制大学にẚ࡭，ධ学ᚋのึ期から保育に関する実㊶的࡞学ࡧをከࡃ行࠺短期大学

の学生ࡣ，保育者効力感の高ࡑࡀࡉのࡲࡲ実習の୙Ᏻをపῶࡏࡉるととࡶに，実㊶の中࡛保育に対す

る᪂た࡞Ẽ࡙ࡀࡁከいたࡵに保育観の変化ࡀ大ࡁかࡗたと⪃࠼られるࠋణし，୧者の⤖ᯝ࡞␗ࡣる養

成校におけるࡶの࡛あるたࡵ，༢⣧࡞ẚ㍑ࡣ㞴しいと⪃࠼られるࠋ୧者のᕪ␗をより᫂☜にするたࡵ
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にࡣ，୧者の養成࢝リキュラムの≉Ⰽࡸ，保育者効力感の㉁的࡞ᕪ␗ࡵྵࡶ࡝࡞てៅ㔜に᳨ウするᚲ

要ࡀあࠋ࠺ࢁ

᭱ᚋに，本研究の௒ᚋの課題にࡘいて㏙࡭るࠋ本研究࡛ࡣ，保育者効力感の高ࡀࡉ実習にཬࡰす影

響にࡘいて，୺にᩘ㔞的࡞ഃ㠃から᳨ウしたࡀ，例ࡤ࠼実習における୙Ᏻࡸ保育者観，保育観の変化

にࡘいてのලయ的࡞内容࡝࡞，㉁的࡞ഃ㠃からの᳨ウࡶᚲ要࡛あるࡲࠋた，ྜྷ村・高ᇉ（2017，

ࡶ本研究において，ࡀているࡗᗋᚰ⌮学的ど点から実習のストレスに対する௓ධ研究を行⮫ࡣ（2018

保育者効力感のపい学生ࡸ，実習において㐣度に୙Ᏻをᢪ࠼てし࠺ࡲ学生に対するᚰ⌮的ᨭ᥼にࡘい

て᳨ࡶウするᚲ要ࡀあるࠋ࠺ࢁࡔ
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